
このたび、子ども農山漁村交流の取組の拡大、定着に向けて、新たに取組を考える
団体等をはじめ、さらに進展を考えている団体等の皆様へ、特別講演や優れた取組事
例の発表をもとに、学校と地域が協働で取り組む重要性、課題解決の方向性を考える
機会のほか、関係者のネットワークを形成するセミナーを開催します。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

●送り側 … 新潟県胎内市「ふるさと体験学習」
●受入側 … 南砺市利賀地域長期宿泊体験協議会

■開催日 201７年11月16日（木）

■時 間 13:00～16:50（開場 12:30）

■参加費等 無料（定員７０名）

一般の方も、ぜひ、
ご参加ください！

過去のセミナー
参加者の声

●子どもに学ばせるべき内容と指導方法の工
夫について参考になった。（受入関係者）

●行政、学校、地域それぞれの立場から宿泊
体験活動の課題と成果について考える機会
となった。（コーディネーター）

●活動の意義や呼びかけ方など実際に
活動している方の話を聞くことが出来て

大変参考になった。（自治体職員）

▶アクセス JR富山駅北口より徒歩5分
国道8号線中島インターより車で10分
http://www.wohlfahrt-toyama.co.jp/company#map

子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー

※定員になり次第、募集を締め切らせていただきます。

特別
講演

事例
紹介

■主催／総務省・内閣官房・文部科学省・農林水産省・環境省■後援／富山県、富山県教育委員会

■対象者 行政職員、学校教職員、教育委員会、PTA・NPO関係者、
受入地域団体、教育や地域づくりに関心のある方 等

（富山県富山市奥田新町8-1）

ボルファートとやま ４階「珊瑚」■会 場

◎講演テーマ
「子ども農山漁村交流による

地域づくりの可能性」
みやぐち とし みち

早稲田大学名誉教授 宮口 侗廸 氏



《 プ ロ グ ラ ム 》
13:00 開会･挨拶 総務省、富山県

13:10 特別講演「子ども農山漁村交流による地域づくりの可能性」
早稲田大学 名誉教授 宮口 侗廸 氏

14:10 事例紹介

○送り側：新潟県胎内市ふるさと体験学習の取組

前 胎内市教育長 小野 達也 氏

○受入側：南砺市利賀地域長期宿泊体験協議会の取組

南砺市利賀地域長期宿泊体験協議会（南砺市商工会利賀村事務所）

所長 齊藤 嘉久 氏

(休憩)

15:20 パネルディスカッション
「子ども達のために！農山漁村の未来のために！
学校と地域協働による農山漁村での宿泊体験活動の可能性」
パネリスト 早稲田大学 名誉教授 宮口 侗廸 氏

前 胎内市教育長 小野 達也 氏

南砺市利賀地域長期宿泊体験協議会 所長 齊藤 嘉久 氏

16:20 国の施策説明 総務省、文部科学省、農林水産省、環境省

16:50 閉会
※諸事情によって演題等を変更する場合があります。あらかじめ御了承下さい。

■「新潟県胎内市ふるさと体験
学習」の取組

お申し込み方法 ※ 平成２９年１１月１３日（月）までにお申し込みください。

★☆以下の申込表に必要事項を記入いただき、メール・ＦＡＸ等でお申込みください。☆★

フリガナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連 絡 先
電 話

連 絡 先
メ ー ル

フリガナ 都道府県名 都道府県

氏 名 市区町村名 市区町村

所 属 役 職

連 絡 先
電 話

連 絡 先
メ ー ル

※書き込みきれない場合は、別紙に「氏名・都道府県名・市区町村名・所属・連絡先」をご記入いただきお申し込み下さい。
※今回いただきました参加者の個人情報は、当事業の運営及び参加者へのご案内・お問合せ以外には使用いたしません。

■「南砺市利賀地域長期宿泊体験
協議会」の取組

【 お申し込み・お問合せ先 】（一財）都市農山漁村交流活性化機構［愛称：まちむら交流きこう］
（〒101-0042 東京都千代田区神田東松下町４５神田金子ビル５階）

Mail：kodomo@kouryu.or.jp FAX：０３（５２５６）５２１１
お問い合わせ先：TEL：０３（４３３５）１９８７ 担当：清水、花垣、間弓、畠山

◎特別講演 講師プロフィール

早稲田大学 名誉教授

みやぐち とし みち

宮口 侗廸 氏
東京大学地理学科、同大学院博士課程にて社会地理学を専攻。早稲田大学教育・総合科学学術院
教授などを経て、2017年4月から現職。社会地理学の立場から地方の発展のあり方について発言
を続ける。
過疎問題懇談会委員（平成5年度～平成16年度）・同懇談会座長（平成17年度から）、総務省過疎地域自立
活性化優良事例表彰委員会委員長、農水省美の里づくりコンクール審査委員、富山県景観審議会会長 等。

新潟県胎内市の全小学校は５学年にな
ると市内に泊まりながら郷土について
学習する「ふるさと学習」に取り組ん
でいます。
宿泊手段としては、宿泊施設での集

団宿泊以外に、市内でのホームステイ
も行っています。郷土を学びつつ、異
世代交流が図られています。

東京都武蔵野市立第二小学校が行うセ
カンドスクールの受け入れを行ってい
ます。毎年9月に5年生約80名が一週間、
村に滞在し、民泊や体験活動を通して
山里の自然や暮らし、伝承文化につい
て学んでいます。また、中学校の修学
旅行や大学のゼミ合宿の受け入れなど
も積極的に行い、村民と都市の若者の
交流を図っています。


